
区分　予算額 （構成比）
内容

凡例

一般会計歳入歳出予算額の内訳市民一人当たりの予算額 市民一人当たりの予算額

市税　108億3,585万円 （33.7％）
市民税や固定資産税など

都支出金　56億5,385万円 （17.6％）
都からの補助金など

国庫支出金
47億9,175万円 （14.9％）
国からの補助金など

市債　21億1,121万円 （6.6％）
施設の整備を行うためなどに
借りるお金

地方交付税　41億8,638万円 （13.0％）
所得税、 法人税、 酒税などを
財源とする国からの交付金

諸収入　8億2,703万円 （2.6％）
給食費など

地方消費税交付金
17億8,952万円 （5.6％）
地方消費税を財源とする国からの交付金

使用料及び手数料
4億5,129万円 （1.4％）
ごみ処理手数料など

その他　12億1,450万円 （3.6％）
前年度からの繰越金や私立保育所保育料など

13万4,328円

7万89円

5万9,402円

5万1,897円

2万6,172円

2万2,184円

1万252円

5,594円

3,947円

1万5,056円

民生費　144億1,093万円 （44.8％）
子育て世帯、 高齢者、 体の
不自由な方の支援など 17万8,647円

衛生費　32億5,303万円 （10.1％）
ごみ処理、 環境対策、 健康管理など 4万327円

土木費　26億9,246万円 （8.4％）
道路や公園の整備 ・ 維持管理など 3万3,377円

教育費　33億9,526万円 （10.5％）
学校教育や文化 ・ スポーツの
振興など 4万2,090円

総務費　30億5,070万円 （9.5％）
庁舎などの運営管理、 交通安全対策、
防犯対策など 3万7,818円

公債費　24億3,850万円 （7.6％）
市が借りているお金の返済 3万229円

消防費　12億2,972万円 （3.8％）
災害対策や消防団活動など 1万5,244円

災害復旧費　5億769万円 （1.6％）
台風や地震などによる災害の復旧 6,294円

商工費　3億4,691万円 （1.1％）
観光 ・ 商工業の振興など 4,301円

その他　3億447万円 （0.9％）
議会費、 予備費 3,775円

※「市民一人当たりの予算額」 は、 それぞれの予算額を令和 2年 1月 1日現在の人口 （80,667人） で割ったものです。

繰入金　3億1,838万円 （1.0％）
他会計や基金からの繰入金

歳入 歳出
321億7,976万円 321億7,976万円

農林水産業費　5億5,009万円 （1.7％）
農林水産業の振興など 6,819円
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令和２年度
　市の予算を
　　　お知らせします

　令和２年あきる市議会第１回定例会３月定例会

議で、令和２年度一般会計予算が一部修正ののち

可決、６つの特別会計予算と令和２年度から公営

企業会計へ移行する下水道事業会計予算が原案の

とおり可決されました。

　予算規模は、全８会計を合わせて、前年度比4.2％

増の553億8,610万円となりました。

　ここでは、令和２年度における予算編成の概要、

会計別予算、一般会計の歳入と歳出の主な内容を

お知らせします。

予算編成の方針
　令和２年度の予算は、将来都市像である「人と緑の

新創造都市」の実現に向け、「後期基本計画」に掲げる

テーマと「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に掲げ

る基本目標を踏まえ、重点的に取り組むべき施策を計

画的に推進するため、特に安全・安心なまちづくりの

観点から、小・中学校体育館等への空調設備の整備、

台風被害への対応、公共交通対策などの課題に積極的

に取り組むこととし、限られた財源の重点的かつ効率

的な配分に努め、編成を行いました。

会計別予算

区　　　分 令和2年度
対前年

度比（％）

一 般 会 計　 321億7,976万円 2.6

特 別 会 計　 181億2,307万円 △ 16.9

国 民 健 康 保 険 84億4,626万円 △ 2.5

後 期 高 齢 者 医 療 21億5,200万円 5.0

介 護 保 険 68億3,654万円 8.1

戸 倉 財 産 区 382万円 △ 30.2

テレビ共同受信事業 4,082万円 0.1

秋多都市計画事業武蔵引田
駅北口土地区画整理事業

6億4,363万円 △ 36.0

公 営 企 業 会 計　 50億8,327万円 皆増

下 水 道 事 業 50億8,327万円 皆増

合　　　計 553億8,610万円 4.2

※下水道事業は、令和２年度から特別会計から公営企業会計へ
移行しました。

一般会計予算の歳入の主な内容
〈市税〉
　前年度に比べ1億2,537万円、1.2％の増で

す。新増築家屋の増加に伴う固定資産税や都

市計画税の増、軽自動車税や市たばこ税の増

などによるものです。

　市民税と固定資産税の合計で、市税全体の

86.4％を占めています。

〈地方消費税交付金〉
　前年度に比べ4億1,861万円、30.5％の増

です。税率改正の影響による地方消費税の大

幅な増加などによるものです。

〈地方交付税〉
　前年度に比べ2億3,161万円、5.2％の減で

す。幼児教育・保育の無償化や高齢者福祉費

の伸びなどの増加要因があるものの、地方消

費税交付金の増加などの減少要因が大きいこ

とによるものです。

〈国庫支出金・都支出金〉
　前年度に比べ合計で6 億4,216万円、6.6％

の増です。幼児教育・保育の無償化の影響や、

小・中学校ＩＣＴ環境整備事業、小和田グラウ

ンド災害復旧事業の実施などによるものです。

〈市債〉
　前年度に比べ802万円、0.4％の増です。防

災行政無線デジタル化整備事業債や秋川駅自

由通路整備事業債などが減少するものの、小・

中学校空調設備整備事業債や庁舎設備整備事

業債、小和田グラウンド災害復旧事業債など

が増加するためです。

一般会計予算の歳出の主な内容
〈福祉の充実〉
・児童館空調設備整備事業…4,806万円

・子育てひろば事業…3,736万円

・幼児教育・保育無償化に伴う給食費補助事

業…3,494万円

・学童クラブ空調設備整備事業…2,659万円

・保育従事職員宿舎借上支援事業 

…2,176万円

・秋川流域病児・病後児保育事業 

…1,731万円

・乳幼児一時預かり事業…1,248万円

・産後ケア事業…371万円　など

〈防災力の強化〉
・消防団詰所整備事業…5,493万円

・留原中村地区排水ポンプ整備事業 

…2,530万円

・消防設備整備事業…1,032万円

・ブロック塀等防災対策促進事業…750万円

・消防団員装備品整備事業…647万円　など

〈都市基盤の整備〉
・都道伊奈福生線道路整備事業 

…2億3,597万円

・武蔵引田駅北口土地区画整理事業 

…1億253万円

・橋梁補修事業…1億100万円

・秋3・5・15二宮東西線整備事業 

…1,246万円

・公共交通検討事業…988万円　など

〈産業の振興〉
・雨間東郷前地区法面改修事業…8,112万円

・新規就農者定着支援施設整備事業 

…2,951万円

・秋川渓谷戸倉体験研修センター運営管理事

業…2,414万円

・都市農業活性化支援事業…2,248万円

・創業就労支援事業…1,430万円　など

〈環境の保全〉
・郷土の恵みの森づくり森林レンジャー事業

…1,578万円

・郷土の恵みの森づくり事業…1,135万円　

など

〈教育とスポーツ・文化の振興〉
・小・中学校ＩＣＴ環境整備事業 

…2億3,494万円

・小・中学校体育館空調設備設置事業 

…2億2,901万円

・スクール・サポート・スタッフ配置事業 

…2,407万円

・学力ジャンプアップ事業…1,640万円

・放課後子ども教室推進事業…1,109万円 

など

〈災害復旧関係事業〉
・小和田グラウンド災害復旧事業 

…2億3,457万円

・市道戸倉１１９号線道路災害復旧事業 

…1億2,000万円

・乙津消防用道路災害復旧事業…6,182万円

・林道施設災害復旧事業…5,407万円　など

〈その他〉
・東京都知事選挙執行事業…4,813万円

・総合計画策定事業…1,114万円

・都市計画マスタープラン策定事業 

…928万円

・公共施設等総合管理計画推進事業 

…737万円　など


